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東広島市教育委員会定例会（令和元年７月）議事録 

 

 

１ 日  時 令和元年７月25日（木）午後１時40分～午後５時20分 

２ 出 席 者        

 (１)教育長 津森教育長 

 (２)委 員 渡部教育長職務代理者、坂越委員、織田委員、長嶋委員、京極委員 

 (３)事務局 【学校教育部】 

大垣学校教育部長、小川指導課長、田川指導主事、高橋指導主事 

 (４)書 記 奥田主査 

３ 場  所 北館 会議室201 

４ 議  題        

（２）議案事項 

議案第21号 令和２年度使用小中学校教科用図書の採択について【非公開】 

 

再開 午後２時15分                                

 

議案第21号 令和２年度使用小中学校教科用図書の採択について            

○ 津森教育長：再開をいたします。 

 これからの議題は、議案第21号令和２年度使用小中学校教科用図書の採択につい

てでございます。 

 それでは、この議案につきまして、本日の目的は、教育委員会として令和２年度

使用小中学校教科用図書について、種目ごとに教科用図書を採択することでござい

ます。 

 本件の審議については、次のような手順で行っていきます。 

 まず初めに、山田浩之選定委員会委員長から種目ごとに推薦内容とその理由の説

明を受けます。これに基づき教育委員との質疑応答を行います。質疑応答が済みま

したら、一度、山田委員長には退席していただいて、教育委員のみによる審議に移

ります。そして、最後に教育委員会として種目ごとに教科書を採択していきます。

ただし、審議には長時間を要すると見込まれますので、審議の徹底と効率性から、

委員長の説明を小学校と中学校に区切り、２回に分けて行うということにしたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：それでは、小学校から始めていきたいと思います。 

 早速、選定委員会の山田委員長に出席していただいておりますので、小学校用の

教科用図書採択に係る推薦内容とその理由について説明をお願いいたします。 

○ 山田委員長：広島大学の山田と申します。よろしくお願いいたします。 

 それでは、座って説明させていただきたいと思います。 
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 教科書は、どれも非常によくできていまして、本当にわずかな差で選定をすると

いうことになるかと思います。いろいろご意見があるかと思いますが、選定委員会

での案ということでご提案をさせていただきたいと思います。 

 では、まず国語からです。 

 国語は、第１推薦は東京書籍、第２推薦は光村図書とさせていただいておりま

す。 

 ポイントだけお話をしていきたいと思います。後でご質問にお答えする形にした

いと思います。 

 国語につきましては、対象となった図書は４社になります。その中で、第１推薦

の図書、第２推薦の図書と選んだのですが、特に第１推薦のほうは、防災、安全で

すとか、情報化社会、科学技術の発展といった、現代的な課題に対応した内容を取

り上げています。また、伝統的な言語文化など取り上げられていることと、あとま

た見ていただいたら分かるのですが、東京書籍は写真、挿絵、図表などが非常に効

果的に使われています。そういう図表等のページが非常に工夫されているというこ

とがあって、東京書籍を第１推薦としております。 

次に、書写につきましては、同じ東京書籍のほうがいいのではないかという話も

あったのですが、その点については全く問題ないということで、第１推薦を日本文

教出版の教科書にしております。第２推薦が東京書籍です。 

 これは、東京書籍のほうが教科書が大きくて、それで見やすいというところはあ

るのですが、教材の提示の仕方が日本文教出版のほうが非常に見やすく、分かりや

すく提供されているということです。２段目の最初のところを読みますと、第１推

薦の図書は全学年で書く姿勢、用具の置き方や準備、用具の後始末の仕方を写真や

イラストを用いて丁寧に説明していたり、あるいは正しい姿勢や運筆が擬態語や擬

音語で強調しながら示してあるというふうに、非常に丁寧に指示をしてあるという

ことで、小学校の書写のテキストとしては日本文教出版のほうが優れているという

考えです。 

 特に、毛筆・硬筆の教材が豊富であって、それを自分でどんどん学ぶことができ

るということが日本文教出版のメリットだと言えるかと思います。 

 次に社会です。 

 社会は、第１推薦が教育出版、第２推薦が東京書籍です。東京書籍は、知識が偏

り過ぎているというふうに見えるところもあるかと思います。第１推薦の教育出版

につきましては、学びの手引とかを使って非常に小学生に分かりやすい形で資料を

示しております。また、非常に資料がきれいで、しかも、丁寧に示してあります。

東京書籍のほうも決して悪いわけではないのですが、そのあたり、図表の提示の仕

方等で、教育出版のほうが優れているのではないかということで、こちらを第１推

薦としております。 

 次に、地図ですけども、地図は帝国書院を第１推薦、第２推薦を東京書籍として

おります。こちらもまことに甲乙つけがたいところではあるのですが、帝国書院の
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ほうが、地図から派生して様々な領域に広がりを持たせるような工夫ですとか、あ

るいは地図自体も非常に大きくて見やすい形になってます。そういったこともあり

まして、帝国書院のほうを第１推薦にしております。 

 次に、算数です。算数は、第１推薦は東京書籍、第２推薦が学校図書となってお

ります。これは、先ほど申しましたように、算数につきましては、いろいろ東京書

籍の良いところが出ているように考えます。特に、入門期における児童の発達段階

を考慮して、２単元をＡ４別冊の中とじの形式で分冊にしています。このことで、

１年生の児童の中心的な操作活動であるブロック操作を容易にしています。内容を

見ていただくと分かるかと思いますが、東京書籍のほうは一目で内容がつかみやす

いよう、分かりやすく示されております。それで東京書籍を第１推薦としておりま

す。 

 次に、理科です。これは、第１推薦が教育出版、第２推薦が東京書籍です。教育

出版も東京書籍もどちらも問題解決の場面で予想をもたせるような場面が多くあり

ます。また、写真や図、文字の大きさなど、非常にきれいにつくってあります。ど

ちらも本当に分かりやすくつくられているかと思います。ですが、教育出版を第１

推薦にしましたのは、その一番下に書いておりますが、まず１点目に児童の気付き

による問題発見が仕組まれていること、要するに児童が自分で気付いて解決をして

いきながら学ぶというスタンスで教材がつくられているということ。そして、２点

目が実験や観察の問題に対する結論が明確であって、結論に基づく補足や説明、あ

るいは次の学習のステップを枠外で説明してあるため、思考を整理しやすいという

点。そして、３点目に結果をもとにして、分析して考察する力や見通す力の育成が

図られるような児童の対話場面が掲載されていることなど、児童が主体的に学ぶ工

夫というのが教育出版のほうが少しですけども、優れているのではないかというこ

とで、教育出版を第１推薦としております。 

 次に、生活です。生活は、小学校１、２年生のものということもありまして、要

するに小学校生活、学校生活を始めるに当たってのスタート体験というのをどのよ

うに工夫されているかということも一つのポイントになるかと思います。第１推薦

は、日本文教出版、第２推薦を啓林館としておりますが、日本文教出版のほうが

様々な工夫がされておりまして、特にスタート体験、学校での生活を始める上での

導入等について非常に充実した内容になっているということ、あるいは、非常に資

料等が豊富であるということ、あと、その資料の見せ方も中を山折りにして、別の

ページのものを一緒に見るとか、いろいろ工夫がされているということもありまし

て、日本文教出版を第１推薦としております。 

 次に、音楽です。第１推薦は教育芸術社、第２推薦が教育出版となっておりま

す。これは、この２社の図書のうちのどちらを採択するかということになります

が、この第１推薦の図書に関しましては、その教材が非常に系統的に、そして発達

段階に応じてまとめて掲示されております。しかも題材となっている曲だけではな

く、そこからのほかの楽器ですとかほかの曲、ほかへの広がりみたいなものも意識
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されています。教育出版のほうも決して悪いわけではないのですが、そうした表題

ですとかそういった点で教育芸術社のほうが優れているということもあり、その点

で教育芸術社を第１推薦としております。 

 次に、図画工作です。こちらは、開隆堂出版を第１推薦、第２推薦を日本文教出

版にしております。開隆堂出版の教科書は、非常にきれいといいますか、絵画等を

大きく出しておりまして、ビジュアル的にも優れています。そして、図画工作に関

わるものを効果的に見せているということも言えます。その一方で、日本文教出版

のほうは少し説明が長くなっていて、図版等が小さくなっているという点がありま

す。それは説明が長いから自分で勉強できるということもあるのですけれども、図

画工作なので、絵画等からどのように印象を受けるかという点では、開隆堂出版さ

んのほうが優れているということで、第１推薦を開隆堂出版としております。 

 次に、家庭科です。これは、第１推薦は東京書籍、第２推薦が開隆堂出版になっ

ています。こちらも、どちらが優れているかは、非常に難しい問題です。第１推薦

の東京書籍は、そこに書いてありますように、どの題材もリード文で学習内容の概

要を示して、問題解決的な学習の流れを３ステップで構成しています。ですから、

非常に構造化されて分かりやすくなっているというのが東京書籍の特長かと思いま

す。また、一番下にありますように、巻末に基礎的な内容をまとめて掲載されてい

るなど、そういう基礎、基本の定着ということにも大変気を配っているという点が

ございますので、第１推薦を東京書籍にしております。 

 次に、保健です。第１推薦は東京書籍、第２推薦は光文書院です。第１推薦の東

京書籍に関しましては、写真やイラストが多用されておりまして、きれいになって

おります。結局どちらかというのはなかなか難しいところですが、第２推薦のほう

も工夫はされているのですが、第１推薦のほうがそういった資料の提示が豊富で大

きく分かりやすくなっております。資料が充実している点を考慮して第１推薦を東

京書籍としております。 

 次に、英語は、第１推薦が東京書籍、第２推薦が光村図書になっております。こ

ちらは、小学生の英語の学習ということで、導入としてはどちらもいろいろ工夫が

されているのですが、東京書籍のほうがそれぞれ基本表現のリストですとか、書き

順つきのアルファベットの表とか、小学生が学ぶ上で非常に基礎的なことを分かり

やすく提示しているという点がございます。そういったこともありまして、第１推

薦を東京書籍としております。 

 最後に、道徳です。第１推薦が東京書籍、第２推薦が光村図書になります。こち

らは、いずれも内容が整理されておりますし、いじめ問題等にも対応したものにな

っております。ただ、東京書籍のほうが、小学生が自分で気付いて考えるというよ

うな、そういう仕掛けがいろいろしてありまして、単に教材を読ませるだけではな

く、身近な面から自分の問題に気付き、そしてそれをしっかり考える、しかもきれ

いなイラストで状況が示されているということがありまして、第１推薦を東京書籍

としております。 
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 非常に駆け足でお話をしましたが、小学校につきましては以上になります。 

○ 津森教育長：ありがとうございました。 

 それでは、質疑応答についてお願いいたします。 

○     ：教材の配列や表現についてはかなり審議されたようですが、内容面での審

議はされたのですか。 

○ 山田委員長：内容面についてもいろいろと議論はしたのですが、学習指導要領に沿っ

てつくられているので、内容で大きく違うということはないという判断で、それよ

りも特に小学生に関しては、分かりやすく資料が提示されているかどうかというこ

とが選考のポイントの一つになったかと思います。 

○     ： 山田委員長、様々な大きさがあり、正方形に近いものもあれば、縦長の

とか、あるいは厚みのあるものもある。また、上下の分冊になっているものもあ

る。そのあたりは選定委員会で考慮する観点としてはあったのでしょうか。 

○ 山田委員長：厚いものは避けると、そういうような話はしてはいないんですが、考慮

する際の一つの基準にはなっているかと思います。 

 分冊になっているというのは、先生方によって大きく考え方が違っていて、それ

が良いという先生と、いやそれはだめなのだという先生がおられました。教科によ

っても大分考え方が違うようです。 

 あと、大きさに関しては、以前かなり問題になったこともあるかと思うのです

が、現時点では、この大きさでランドセルに入るという話なので、大きいからやめ

るというような意見は出ていません。 

○ 津森教育長：ありがとうございます。 

 そのほかでいかがですか。 

○     ：教科によっては書き過ぎている教科があると思います。特に東京書籍が結

構細かいところまで書き過ぎているのではないかと思います。そうすると子どもた

ちが考えないようになることもあるので、そこらあたりの配慮というのがどうでし

ょうか。 

○ 山田委員長：それは、その会社の基準になるのではないかと思います。非常によくで

きていると思います。でも、それがまさにおっしゃられたように書き過ぎていて、

それがこの教科には合わないという場合もありますし、逆にチャート式の分かりや

すいきちんと書いてあるもののほうがいいという教科もあり、それがこの結果に現

れているのだと思います。小学校は、ほかの教科書会社のほうが重視されるような

ところがあるのは、そういう丁寧に説明しているよりも、もう少し大ざっぱな中で

分かりやすいほうがいいという、そういう判断だと思います。 

○     ：本市には、新採１年目・２年目・３年目と１０年目未満の先生が、かなり

いらっしゃいます。選定にあたって、経験年数の少ない教員が多いということに対

しての考慮がありましたか。 

○ 山田委員長：それを考慮して選んだということは特にないですね。ただ、選定委員の

方はそのあたりも考慮はされているのではないかと思います。それぞれの教科の担
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当の先生方が使いやすいものをということで考えられているのではないかと思いま

す。 

○     ：家に帰って自分で勉強できるような付録的なものであるとか、そういうと

ころでの考慮はありましたか。 

○ 山田委員長：それは、基礎基本の定着ということで、自分でまとめを見て、あるいは

まとめて学習を振り返るような工夫がされているものというのが優先されているな

と思います。ただ、量が多くなりすぎると、使いにくかったり、先生にとっても児

童にとっても負担になってくるので、その適切な分量ということで選定されていま

す。 

○     ：今度、英語が初めてできたということで、一般の方々も関心が高いと思い

ますけど、先生が不安がっていた、今までの英語っていうと中学校からですよね。

今度は小学校から。それで感覚的に、中学校をそのまま小学校というのではなく

て、やっぱり小学生の教科の理解というのがありますから、そういう配慮というも

のがあったのでしょうか。 

○ 山田委員長：それはとてもされているかと思います。中学生がやるものよりもそうい

う会話ですとか、要するに挨拶だとかそういうところから始まりますし、大分それ

は配慮されているのだと思います。ただ、今回第１推薦とした東京書籍では、中学

校の英語学習と少し近いところがあるというのが東京書籍を第１推薦としたところ

に現れていると思います。 

○     ：この第１推薦の東京書籍のほうのコミュニケーション活動を主にしている

という、そういうところが特長でいいとこだということですが、これは結局最終的

には会話とかそういう意味でのコミュニケーションですか。 

○ 山田委員長：はい、そうですね。実際に英語を使ってコミュニケーションをとるとい

う、そういうことです。 

○     ：ありがとうございました。 

○     ：これは、調査員の先生の報告を受けられた印象でいいです。小学校はその

教科の専門であるであろう先生に、調査していただいているわけですから、その先

生方は自分たちが得意だ、あるいは詳しいという目でだけ見ている感じなのです

か。そうではなく、自分たちは得意だけど、苦手の先生だっている、苦手の先生は

どっちがいいんだ、どんなのがいいんだ、みたいなことも考えて調査資料を作成さ

れているのでしょうか。両方あるということであればいいのだけど、何かそこに傾

向みたいなものは感じられましたか。 

○ 山田委員長：得意だから選ばれてるというのは間違いなくあるかと思います。自分た

ちが使いやすいもの、自分たちの感覚に合っているものというのを選ばれているか

とは思います。苦手な先生のことまで配慮されているかというのはちょっと分かり

ませんけど、でも一般的に教員として使いやすいものという配慮はあるかと思いま

すので、ほかの先生方が使えるもの、使いやすいものということは考えられている

のではないかと思います。 
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○     ：やはり、得意なところは当然気持ちはあるけれども、一般的な使用方法と

いう観点から見ていただいているということですね。ありがとうございました。 

○ 津森教育長：ほかにはどうですか。 

○     ：ちょっと限定的になるのですけど、もし国語の調査員の先生が何か言われ

ていたら教えてほしいのですけど、今回の選定理由にも説明的文章っていうのがか

なり重視されていて、今よく話題になっているように読解力が低いとか、読解力を

付けるために今度は逆に文学的資料のほうを少なくして、言葉は悪いけどカタログ

が読み解ける読解力みたいな世界を強調するというのがあるじゃないですか。その

あたり、今回は説明的文章もしっかり書いてあるよという理由が書いてあるのです

けど、やっぱり文学、どこの教科書会社かというちょっと微妙に難しいのだけど、

選定された方の見方としては、何かそんなような言葉は出てきましたか。 

○ 山田委員長：特にそういう話は聞いてはないのですけど、でも決して文学作品が少な

くなっているということはないのではないかと思います。ただ、説明的な文章だと

か、そういったものが少し東京書籍の場合は雰囲気が違うのではないかと思いま

す。ほかのこととは違う、現代的な新しいものを教材として取り上げられているよ

うなところがあるので、その中で読解力を付けていくという、そういった教材が取

り上げられているように思います。 

○     ：特に社会科ですが、遠くのほうのことが教材になっている場合と、割と身

近な近いところの教材が使われている場合とがありますが、そういうところでの審

議は行われていますか。 

○ 山田委員長：それはもう選択の理由にはしてはいない部分かとは思うのですが、教育

出版は広島のことをかなり取り上げられています。教育出版は児童にとって身近な

広島県に関わる内容を選定しています。ほかのところもそういう広島の題材という

のは、出てくるのですが、教育出版を選択した、直接の理由ではないですけども、

これが理由の一つにはなっているようです。小学校は広島のことも意識してという

ことですけど、中学校は全然考えられていないです。 

○ 津森教育長：それでは、全体的な質疑も尽きたと思いますので、以上で質疑応答を終

えたいと思いますが、よろしいですか。 

 それでは、山田委員長、一旦退室をお願いします。 

○ 山田委員長：どうもありがとうございました。 

○ 津森教育長：それでは、委員の皆様による審議をお願いいたします。 

 まず、国語でございます。 

 第１推薦、第２推薦の中からどちらかということでよろしいですかね。その他の

ご推薦はないですね。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：それでは、ご意見があれば、お願いいたします。 

○     ：いいですか。第１推薦と第２推薦の、全部見るわけにはいかなかったので

すが、４年生の「一つの花」というのが両方に出ております。その「一つの花」の
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挿絵もやっぱり東京書籍の挿絵のほうが、何か優しいです。 

○ 津森教育長：見てくださいね。４年生です。 

○     ：喜びの顔とか、あれがちょっとぼやけているというのもありますし。 

○     ：これとこれとの違いですね。 

○     ：そうです。子どもの読み取りを助けてくれるのには挿絵が大切だ、と思い

ました。そこで、「一つの花」という題名を最初何でこんな題名がついたのかとい

うのを子どもに問いかけて、最後に学習した後、話の題名はどういうつもりで書い

たのだろうかと問う。そのあたりが、きめ細やかです。 

ここ一部だけ、全部読むわけにいかないのですが、ここの学習をしてこれだけ自

分なりに成長したというか、それが分かるような手引になっています。 

○     ：かつては、どっちかにしかない教材というか題材があったのですね。今、

定番がどっちもあるのですね。「ごんぎつね」とか。題材で差が付かないというこ

とはありますよね。 

○     ：東京書籍の「ごんぎつね」の魅せ方は、絵の前に問いかける文章が何行か

あって、そこから１枚めくると物語が始まるという感じで、子どもたちの心の準備

ではないですけど、そういうことがうまく示されているように感じました。 

○     ：東京書籍であれっと思ったのが、こういう文学作品の入り口の扉のところ

に１文がある。いきなり１文があって、それで引き込もうとしているようです。 

○     ：「ごんぎつね」もそうです。 

○     ：だから、これは他にないですね。 

○     ：全部そういう感じですね。めくると物語が始まる。 

○     ：工夫の一つかなと思います。 

○ 津森教育長：そのほかにどうですか。 

○     ：教科書の教材にも歴史を感じます。若い先生が、教材によっては指導しき

れないという現状がある中で、親切な教科書も大切なのではないでしょうか。 

○     ：どの種目もそうだと思うのですが、第１推薦、第２推薦の差はない、あえ

て選べばということから、どちらが優れているかというより、どちらの特色をとる

かという、先ほどの詳しいというのも特色だし、なるべくシンプルにして先生たち

の裁量でやるっていう基準でというのも特色だと思います。 

○ 津森教育長：先ほどから聞いておりますと、この場合は丁寧なほうが良いのではない

かというご意見が多いようでございますが、どうでしょうか。国語は東京書籍とす

るということでよろしいでしょうか。ご異議ございませんか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：それでは、東京書籍ということで決定いたします。 

 採択理由は、単元の配列が特徴的であるとともに、写真、挿絵、図表などの提示

が効果的であるとします。 

 次へ参ります。 

 書写です。書写については５社あるのですが、第１推薦は日本文教出版、第２推
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薦は東京書籍になります。これは、国語は東京書籍になったから、書写も東京書籍

ではないといけないということは全くございませんので、それを前提で第１推薦は

日文になっておりますが、いかがですか。 

○     ：何か東京書籍は書き過ぎているって感じがして、シンプルのほうがよいと

思います。私の感想ですけれど。 

○     ：確かにそうですね。大きさが違うんですね、たしかに日本文教出版のほう

は小さいです。東京書籍と日本文教出版、これはかなり見た感じ違いますね。 

○ 津森教育長：書写は日本文教出版ということでよろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：では、書写は日本文教出版ということで決定します。 

 理由は、主体的な学びを引き出す工夫があるとともに、毛筆教材、硬筆教材の豊

富さに特長があるということといたします。 

 次の種目で社会ですが、これについては、第１推薦が教育出版、第２推薦が東京

書籍となったようですが、いかがですか。 

○     ：山田委員長の説明では、教育出版が東京書籍より地域教材が多いとのこと

でしたが、調査員の報告書によると広島県に関することは東京書籍が多いように思

います。東京書籍は西日本、教育出版は関東が多いような気がします。広島県の子

どもたちには、平和学習をしっかりしてほしいです。東京書籍は高学年で詳しく掲

載されているように思います。 

○     ：社会は、この教科書のとおりにやらないといけないのですか。 

○     ：そんなことはないです。 

○     ：地域教材を発掘して子どもに教えるということは、教師の力量が問われま

す。そして時間を要します。教科書に載っていれば、そのまま活用できるのではな

いでしょうか。 

○     ：平和学習がありましたよね。 

○     ：教育出版の教科書は、１冊で重量が五百グラム以上あります。先ほど、分

冊がよいかどうかのお話がありましたが子どもたちのことを思うと軽いほうがよい

と思います。 

○     ：分冊というのは、社会科の資料集もあるので、重たくなるのは確かにある

んだけど、政治経済と別というシリーズで分けています。 

○     ：なぜ分冊ではいけないのですか。 

○     ：分かりません。１冊のほうがコストは安いと思います。私は教育出版のほ

うがいいと思ったので、その意見で言わせていただきます。 

 それは、まず単元の入り方のところに折り込みページがあって、進め方が折り込

みで書いてあって、社会が苦手な先生が多いんですけど、参考になるのではないか

と思ったことと、まとめの記述のところが東京書籍は非常に一般的な感じがしまし

た。あと、私はこれが一番大きいのですけども、教科書の本文の活字がインパクト

がないんですよ、東京書籍のは細くて。書いてあるのは一緒だけれども、教育出版
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のほうが濃い活字で書かれている、そのほうが私は分かりやすいかなと思いまし

た。 

○     ：教育出版のほうがぱっと見たときにすっと入ってくるような感じはしまし

たね。 

○     ：何か社会科の文章というのは、国語とかとは違って極めて説明的になっ

て、何かいかにも教科書ぽくてインパクトがないなと思いました。 

○     ：私が言いたいのは、とにかく若い先生が指導しやすい教科書であるという

ことです。やや文字が小さいという理由で、子どもの学習意欲に影響があるとは考

えられません。 

○     ：確かに、いろんなことが情報として、文章以外に入ってきますね。 

○     ：県教委は、そういう地域を扱った補助資料とかつくらないんですか。 

○     ：広島市はありますよね。 

○ 小川指導課長：東広島市は資料集を購入して、中学年には「わたしたちの東広島市」と

いうのをつくってあります。 

○     ：あるのですね。 

○ 小川指導課長：はい。 

○     ：それが授業の中で、実際に活用されているのですか。 

○ 小川指導課長：はい。 

○     ：それとの兼ね合いですが、教科書は教科書でいると思います。 

○ 津森教育長：時間はエンドレスになっていくので、ここでとまれません。すみません

が、ここはもう挙手をしていただくしかないかと思いますけど、どうですか。 

○ 委員：よろしい。 

○ 津森教育長：では、第１推薦の教育出版のほうでいいのではないかと思われる方、挙

手をお願いします。 

 東京書籍のほうがいいのではないかと思われる方、挙手をお願いします。 

 ２対３ですね。私は、教育出版を選びたいので３対３になりますが、どうしまし

ょうか。 

○     ：私の考えを言ってよろしいですか。 

 これもなかなか難しいことで、余り個々の問題を取り上げれば、どっちかへ振れ

るということがあって、東京書籍のほうも、これはなかなかいいと思います。それ

ほど大きな違いがなければ、この推薦どおりでいいのではないかと私は思ってま

す。 

○ 津森教育長：ほかにはご意見ありますか。 

○     ：私が東京書籍に気が付いたのは、中身的にはそんなにはと思ったんですけ

ど、６年生は分冊でしたよね。形的には中学校になったときの社会科というのにつ

ながりやすいかなという意見でもって手を挙げました。内容的には、ある意味五分

五分、構いません。 

○     ：私は、自分の実践から言えば、子どもは身近な教材の多い教科書に親しみ
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をもち、学習意欲にもつながると思います。 

○     ：例えば、東広島についての社会科の教材というのは別に副読本みたいなの

ありますよね。 

○     ：あります。 

○     ：ですから、そういう特に地元のことに関しても別途そういうもので教える

ことができるので、それはそれでいいのではないかなと思います。例えば東広島の

水道料金がなぜ高いかとか、そういうものの活用でいいのではないかと思います。 

○     ：あれは３、４年生が主に使うんですかね。 

○ 小川指導課長：中学年です。 

○     ：５、６年生では郷土資料が必要ですね。 

○ 小川指導課長：資料集ということにはなると思います。 

○     ：小学校はないんですか。 

○ 小川指導課長：中学年で「わたしたちの東広島市」という地域の資料を使います。 

○     ：ありますよね。 

○ 小川指導課長：使います。 

○     ：私もやはり東京書籍の広島県のことを勉強するというのは大事なことかな

と思います。ただ、教育出版と東京書籍だったらどちらのほうが教えやすいです

か。同じような感じですか、それとも例えば教育出版のほうが教えやすいとか、違

いがあったりしますか。 

○     ：もう考え方だと思うんですね、それは。 

○     ：余り教師ファーストになり過ぎちゃったらいけないし、やっぱり受けるの

は子どもたちなので、そういった視点もやっぱり要るんじゃないかなと僕は思いま

すけど、確かに教えるの大変だけど、でもそれはやっぱり教師になった以上はやっ

ぱり勉強していただかないといけないし、そういう研修制度もきっちりやらないと

いけないとは思います。 

○     ：現実はですね。 

○     ：大変なんでしょう。 

○     ：教師がきちんと指導しきれない教材は、子どもの確かな学びにつながらな

いと思います。私たちの感覚と現在の教師のレベルには少しギャップがあるのでは

ないでしょうか。 

○     ：私のようなお年寄りの視点で言ったらいけないけども、ぱっと見たときに

やっぱりすっと入る、レイアウトだったりとか、文章の量だったりとか、多分ある

んじゃないかなとは思うんです。僕はそれで判断、そうすると、めちゃくちゃ多く

なくって、東書なんて結構細かいこといっぱい書いてあったりとかして、子どもた

ちも多分そこまで見るのかなと、どっちかというと漫画世代のところもあるので、

ぱっと判断をするところがあるから、こっちのほうがいいんじゃないかな、ただそ

れだけの理由ですね。 

○ 津森教育長：ご意見をいただきましたが、いろいろと両論あるようでございます。そ
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れで、やはりここで議論がまとまらないというときには選定委員会の結論に乗ると

いうのが一つの妥当な判断ではないかという考え方じゃないかというふうに私は思

います。もうそうするしか決めようがないかなと思いますので、ここは選定委員会

の結論を尊重するということで、社会科は教育出版でいかがでしょうか。 

〇 委員：よろしい。 

○ 津森教育長：次の種目へ行きます。 

 地図です。これは帝国書院と東京書籍ですけど、帝国書院を第１推薦にされてい

ますが、ご意見は何かございますか。 

○     ：これはね、僕は東京書籍です。先生たちからしたら、もうまたかみたいな

全然新鮮さがないですよ。ページもどんどん世界とか山とか全部写真で使って、好

印象だけれども、多少慣れはある。ただこれもやたらと判が大きくなっているんで

す、地図自体が。 

○     ：私は大きい方がよいと思います。 

○     ：字はね、字は大きいほうがいいですが、視野の中に入らないというか、何

かそういう感じはあったんです。 

○     ：帝国書院は、地図帳では歴史があると思います。 

○     ：今ごろは物差しみたいに縮尺の線があります。だからものすごく親切で丁

寧な教科書なんですよね。 

○     ：今までそんなのなかったですよね。 

○ 津森教育長：ほかにはいかがですか。 

それでは、社会科における様々な社会事象と地図を関連付けてあるという使いさ

すさがあるということで、地図については帝国書院ということでよろしいでしょう

か。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：では、帝国書院とさせていただきます。 

 続いて算数です。算数は、第１推薦は東京書籍、第２推薦が学校図書になってい

ます。これは、算数はどちらも６年だけ合冊なんです。５年までは分冊なんです。

先ほどのお話にありましたように、報告書では、東京書籍のほうが丁寧な感じで、

学校図書のほうはそこまでで、はっきりしていますね。 

○     ：３年生の重さの単元で東京書籍は発達段階をふまえて丁寧に学習の過程が

記述されています。重さの単位はなぜ必要なのか。学校図書の方は、単元の導入段

階で身近な生活との関わりがあり、工夫されていると思います。 

○     ：それから、東京書籍のほうは目次を見ると、現在勉強していることの前

に、その前の学年で勉強したことや、その次の学年でという関連付けで書いてあり

ます。例えば、ここで分からなくなったとき、その前の学年の教科書を自分で見て

復習するとか、それが次につながるということが見て分かるからいいかなと思いま

した。 

○     ：確かに、算数はレベル差が出てくると思います。だから、できる子はもっ
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とやりたいと思うのだけど、何か問題とかあったり、確認事項もあったりしている

ので、東京書籍はうまい具合にできているなと思います。習熟度の程度など、丁寧

につくられています。 

○ 津森教育長：東京書籍のほうがいいというようなご意見でございますが、よろしいで

すか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：では、算数は東京書籍とします。 

 決定理由は、児童の発達段階の考慮等があったり、習熟の程度もしっかりとそれ

を掲載したりしている点が優れているということです。 

 続いていきます。 

 理科は、第１推薦が教育出版、第２推薦が東京書籍とありますが、いかがでしょ

うか。 

○     ：やっぱり、東京書籍は本当に丁寧に細かいとこまで書いてあるので、ある

程度自分で読んでいけば分かります。書き過ぎではないかと思います。余り書いて

しまうと、よく観察したり、考えたりしなくなるので、そのとおり教育出版のほう

がいいのではないかなと個人的な意見ですけど、そう思っています。 

○     ：報告書の第１推薦の特長と第２推薦の特長はほぼ共通しており、これだけ

で教育出版が東京書籍より優れているとは言えないと思います。 

東京書籍はバリアフリーの視点での記述があります。５年生の「人の誕生」の単元

では、妊婦のためにゆずり合いの席のことにも触れられています。最近、電車の中

で、妊婦さんがおられても、ゆずり合いの席に若い学生さんが堂々と座っている光

景を目にします。本単元で触れていることは意義があると思います。また、東京書

籍はどの写真にもこだわりがあり、子どもたちの写真は目が生き生きしています。

さらに、東京書籍は、小単元のネーミングにおいて、子どもの学習意欲につながる

工夫があります。 

○ 津森教育長：どちらもご意見が出ているんですが、甲乙つけがたいということかも分

かりません。そのほかご意見ありますか。 

○     ：この報告書はどの時点で書かれたものですか。 

○ 津森教育長：選定委員会が書くのだと思いますが。意見は出ているのですけど、ここ

は選定委員会の順番どおりということでどうでしょう。こちらの選定委員会の趣旨

を尊重するということで理科はよしとさせていただいたらどうかと思いますが、い

かがですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：よろしいですか。 

 それでは、理科は教育出版とします。 

 理由としては、児童の気付きによる問題発見が仕組まれていること、考察する力

や見通す力の育成が図られるような児童の対話場面が掲載されているということで

す。 
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 生活へ行きます。 

 生活は７社あったのですけど、日本文教出版と啓林館が第１推薦、第２推薦とな

っておりますが、これについてはいかがですか。 

 特にご意見がなければ、この選定委員会の推薦どおりに日本文教出版としたいと

思いますが、いかがですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：それでは、理由としては、スタートカリキュラムの内容や学習内容の配

列が優れているということです。 

 音楽です。音楽はもう２社しかないので、こういう順序がついておりますが、い

かがでしょうか。 

○     ：２社を比べると、やっぱり丁寧に書かれているのは第１推薦の教育芸術社

だと思います。この推薦理由がまさにそうで、本当に発達段階においてきめ細やか

な指導もできると思いますし、子どもたちも少しずつ基礎固めしながら音楽を楽し

んでいくということができると思います。教育出版のいいところは、２人以上でそ

の音楽を楽しみましょうというような活動があり、和音に親しむ活動が教育出版の

ほうが多くあります。それも鍵盤ハーモニカや歌で体験できます。小学校３年生か

ら和音の響きを楽しめるのはいいですね。教芸にもそういうところがたくさんあっ

たらいいなと思いました。総合的には、やはり教育芸術社のほうが概ねいいと思い

ます。 

○ 津森教育長：ほかにご意見がありますか。 

○     ：和音は早く教えたほうがいいのですか。 

○     ：そうですね。まず、いろいろな和音のきれいな響きやそうではない響き、

不思議な音、それを耳で聴いて感じ楽しむことが大切だと思います。和音の響きを

体全体で楽しむ活動が、教育出版のほうが多く体験できるなと思いましたが、音楽

の基礎、基本をしっかりと学ぶというところでは、やっぱり教育芸術社のほうが優

れていると思います。 

○     ：教育出版のほうにマリンバみたいなのがあって、それを４人でたたくのが

ありました、反対側からたたく、ああいうのはありなんですね。 

○     ：そうですね。本来のたたき方とは違いますが、きっとおもしろいと思いま

す。 

○     ：びっくりしました。 

○     ：基本があっての話ですけど、それをまた発展しつつ楽しむというやり方が

あります。 

○     ：だけど、大体左から右に音は鳴っていくものなのに、これは逆になります

よね。 

○     ：私もびっくりしました。おもしろいですね。 

○     ：楽しさはありますね。 

○     ：教育出版もいいですが、総合的にはやっぱり教育芸術社ですね。 
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○ 津森教育長：教育芸術社ということになるのではないかというあたりは選定推薦理由

とも合致するかと思います。音楽につきましては、このとおり第１推薦の教育芸術

社とするということでよろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：それでは、音楽は教育芸術社と決定いたします。 

 採択理由は、各題材で関連教材で広がりが多く、発展的に学ぶことができるとし

ます。 

 図工です。これは２社しかございません。これは先ほどの山田委員長の話では、

開隆堂出版のほうが、大きくビジュアルに訴えていると、それから日本文教出版は

説明が多いということをおっしゃいました。いわゆるこれも、どちらが優れている

かというより、どちらの特色をとるかという判断になると思います。選定委員会と

しては、説明というのは自分で読む子は読めるだろうけれども、やはりインパクト

とか印象のほうを取ったということでありました。そういう推薦理由と考えていい

と思いますが、ご意見はいかがでしょうか。 

○     ：開隆堂出版の方が、安全面を配慮した記載が多いように思います。特に刃

物を扱う教材は、子どもが夢中になってしまい怪我をすることが多いようです。教

師はその都度指導が大切です。 

○ 津森教育長：そのほかにはいかがですか。 

 では、図画工作については、第１推薦の開隆堂出版としてよろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：開隆堂出版と決定します。 

 理由としては、大きくビジュアルに訴える効果があるということ、安全面の配慮

がしっかりあるということとします。 

 家庭科にいきます。 

 第１推薦は東京書籍、第２推薦は開隆堂出版となっておりますが、これはいかが

でしょうか。 

○     ：両方とも、私びっくりしたんですが、ページの下に英単語を使ってるんで

すよ。 

英単語を使って紹介してるんですよ。「はさみ」は「シザーズ」ということで。

家庭生活の単語というのは英会話で出ることが多いではないですか。 

東京書籍のほうは、ここにそういうのが見えます「ｐｏｔａｔｏ」とか、日常英

語。英語が入ってきたらということの影響を考慮していて、東京書籍はそういう形

です。開隆堂出版は、こういう感じで巻末に。これはこう言うよというのがあるん

です。これはちょっと家庭科の内容じゃないんですが、一つ特色として。 

○     ：いや、これ多分子どもたちって結構見てすっと覚えるんです、余り教えな

くても。だから、あるかないかというのはすごくいいような気がしますけどね、僕

は。 

○     ：こちらもあるんです。大きさは違います。 
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○     ：ミシンを扱う教材で、東京書籍は、主流である水平釜に加えて垂直釜の紹

介もしています。家庭によっては、垂直釜を使っていますので、ミシンは全て水平

釜ではないことを押さえておくことも必要かと思います。このように東京書籍にち

ょっとした配慮があるように思います。 

○ 津森教育長：そのほかにありますか。 

 特にご意見がないようですので、この結果どおり第１推薦の東京書籍とするとい

うことでよろしいでしょうか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：では、家庭科は東京書籍とさせていただきます。 

 選定理由としては、基礎的内容のまとめが基礎基本の定着に有効である、また全

体的な配色や文字とか、児童にとって分かりやすいということが採択理由となりま

す。 

 保健です。東京書籍が第１推薦、光文書院が第２推薦となっておりますが、ご意

見いかがでしょうか。 

○     ：私は保健は光文書院のほうがいいと思ったので、その理由を言います。そ

れは東京書籍の場合、非常にワークシート的で、書くところがすごくあるんです

よ。これは逆に先生がチェックするのに大変だと思います、あんなに書かせたら。

ワークシート的過ぎるのではないかと思ったんですよ。 

○     ：ワークシートの全てを埋めるとしたら、それは、大変なことです。 

○     ：すべてを埋めなければいけないという訳ではないので、そこについては大

丈夫なのではないでしょうか。 

○ 津森教育長：特にほかにご意見がなければ、両方意見があるのですが、選定委員会の

結論を尊重するという形で原則に従いたいと思いますが、いかがですか。 

〇 委員：よろしい。 

○ 津森教育長：第１推薦のほうが使いやすいし、親しみやすいし、資料の充実といった

点で優れているということを推薦されました。第１推薦の東京書籍ということでよ

ろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：それでは、英語です。７社あったのですけど、第１推薦は東京書籍、第

２推薦は光村図書であります、いかがでしょうか。 

○     ：私はかつて英語活動を取り入れた国際理解教育をしたことがあります。そ

の際、まずは自国の良さを知り、自国の誇りをもつことが大切だと、そして、この

ことが相手の国を尊重することにつながり、コミュニケーションがスムーズにいく

のだということを学びました。そういった視点から、東京書籍は最初のページに

「自分のことを紹介しよう」とか「日本のことを紹介しよう」とあり、単元構成に

配慮があると思います。 

○ 津森教育長：ほかにはどうですか。 

○     ：別冊で辞書みたいなのがありますね。 
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○     ：英語のテキストＣＤとかＩＣＴというのはどういうのがあるんですか。 

○ 田川指導主事：今回の教科書は、ＱＲコードが多く使われています。 

○     ：東京書籍は結構書く作業があるじゃないですか。 

○     ：どうでしょうか。 

○     ：どっちもどっちというか、難しい、これは。やっぱり今回初めての英語教

科書ですね。それぞれ工夫しているところはあります。自分の意見じゃないのだけ

ど、英語の先生が使いやすい選考を尊重していいのかなという感じです。 

○ 津森教育長：非常に難しいのではあるけれども、初めての採択ということで、選定委

員会の資料、推薦理由を尊重したいという意見ですか。 

○     ：両方ともよくできていると思います。 

○ 津森教育長：甲乙つけがたいですが、そうですね、では、英語は東書ということでよ

ろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：推薦理由は、推薦理由の中からだと、４線入り単語リストを始め、学習

を補助する細かい配慮があるということにさせていただきたいと思います。 

 最後ですが、道徳です。いかがでしょうか。 

○     ：考え、議論するということが新しい道徳の中で言われてるんですが、光村

図書はやっぱり以前私がやっていたころの道徳の主人公の気持ちを問うような発問

があるんですよ。東京書籍はやっぱり、あなたならどうするという場合と、価値に

向き合わせる、そういうところで、今からはやっぱり東京書籍じゃないかなと思い

ます。何か考えるステップというのがところどころあるんですが、これは若い先生

には非常に参考になるなというのを感じました。 

○     ：私自身も、前回は同じ理由で東京書籍は書き過ぎという判断をして、先生

にもっともっと工夫しながら自由に授業を組み立ててもらいたいという思いで東京

書籍をあえて選ばなかったんですね。ちょっとどっちも気に入らないというわけじ

ゃないんだけど、先にもう答えが見え、考えさせる道徳と言いながらもう頭から価

値項目というのを出しちゃっているので、本当にこれで考える道徳ができるのかと

いう気がします。でも、これもやっぱり調査員の先生が東京書籍に関しては、結構

丁寧に見て、道徳は総合でもあるので、いろんな教科との関連性だとかということ

も使えるし、一方、カリマネということをそれはやっぱり他教科との関連でいける

という、その辺のポイントはどっちも押さえてくれているなという感じはしまし

た。ちょっと今回は前回の判断と違うけど、道徳の苦手な若い先生に東京書籍でや

ってもらおうかなという気もして、今日はきております。 

○     ：私個人としては、どちらの教科書でもいいと思います。ただ、現在使用し

ている教科書は、若い先生が指導しきれなかったという不評を聞いております。ど

の教科でも主張していますが、若い先生がねらいを達成できる教科書を選ばないと

いけないと思います。道徳科に求められている「考え、議論する」学習を考える

と、東京書籍の方が好まれるように思います。 
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○ 津森教育長：ほかの意見はどうですか。 

○     ：結局この教科書ですかね。これに対して委員の先生がおっしゃったように

子どもたちに対する問いかけとか、もともとこの道徳の評価というのは結論がなく

て、みなさんで考えさせるというような趣旨ですけども、そうはいってもある程度

の、こうだよという価値観が出てるんですね。あとはやはり現場の先生方の指導

力、それに大きく左右されると思います。ですから、この教科書がどうのこうのと

いうことは、これを私としては甲乙つけがたいところがあって、それぞれに題材を

提供しているわけですから、その中では推薦理由のところでこういう理由で第１推

薦というふうになっておりますので、これを私はこのとおりやったらいいと思いま

す。 

○ 津森教育長：ほかに意見はございませんか。 

 では、東京書籍のほうがいいのではないかというご意見が出ているようです。採

択としてはこの東京書籍を第１推薦とするということでよろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：ご異議ございませんね。 

 では、採択の理由は、やはり自分で気付いて考えさせる仕掛けが工夫されている

など、主体的に学習に取り組む、議論する道徳につながるものと考えられるという

理由にしたいと思います。 

それでは確認をさせていただきます。小学校国語が東京書籍、書写が日本文教出

版、社会が教育出版、地図が帝国書院、算数が東京書籍、理科は教育出版、生活が

日本文教出版、音楽が教育芸術社、図工が開隆堂出版、あと家庭科から保健、英

語、道徳は全て東京書籍ということになっております。よろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：それでは、以上で小学校の部分を終了いたしまして、ここで若干休憩を

取らせてください。４時半から中学校のほうへ行きます。１０分間休憩します。 

 （休 憩） 

○ 津森教育長：ちょっと早いですけど、時間が押しておりますので、中学校のほうの 

１５点について説明を山田委員長にお願いしたいと思います。 

 山田委員長、お願いします。 

○ 山田委員長：では引き続き、各教科の推薦理由書をご参照いただきたいと思います。 

 中学校に関しましては、これまでとほぼ変わらない、ほぼ同じ教科書ということ

もありまして、もうポイントだけ説明をさせてもらえればと思います。 

 では、推薦理由書に従って進めていきたいと思います。 

 まず、国語についてです。第１推薦は東京書籍、第２推薦は光村図書です。この

第１推薦、第２推薦の図書、いずれも言語活動の充実に向けて内容が非常に充実を

しているということで、この２冊を選択しております。東京書籍を選択した理由と

しましては、この光村図書のほうが一つの単元に複数の教材文があります。これは

考え方によると、このほうが充実して、深い学びができるという考え方もできるの
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ですが、その一方で付けたい力が焦点化されていない、あるいは一つの単元に非常

に時間がかかってしまうということもありまして、シンプルな東京書籍のほうを第

１推薦としております。 

 次に、書写です。書写ですけれども、第１推薦が東京書籍、第２推薦が光村図書

です。東京書籍のほうはＡＢ版で幅が広く、小学校とは逆転をしているのですけれ

ども、東京書籍のほうは幅が広くなっていまして、そして、手本になる図版が非常

に大きく表示されています。そして、その外側に注釈が示されていますので、非常

に分かりやすく、そして練習しやすいような形になっています。その一方で、光村

図書のほうは注釈が非常に細かく書いてありまして、それは丁寧なのですけれど

も、非常に情報量が多いために視覚で理解しにくい点がございます。それで、東京

書籍を第１推薦といたしました。 

 次に、社会です。地理的分野、歴史的分野、公民的分野、いずれも東京書籍を第

１推薦にしております。 

 地理的分野は、第２推薦が日本文教出版になります。これは小学校のときに申し

ましたが、東京書籍はチャート式のような形で非常にシステマティックに内容がつ

くられています。ですので、中学校では東京書籍のほうが重視されている傾向にあ

るかと思います。特に地理的分野では写真や、あるいは地図、図表、グラフ等の資

料が非常に多くて、そして学習内容を深めるためのいろんな手立てがなされている

というメリットがございます。それで第１推薦を東京書籍にしております。歴史的

分野についても、地理的分野や公民的分野や小学校での学習との関連が明示されて

いる、教科横断的に歴史を学ぶことができるということで、東京書籍を第１推薦、

第２推薦を教育出版としております。次に、公民的分野ですけれども、こちらは第

１推薦が東京書籍です。課題の提示の仕方だとか、振り返りの仕方にも工夫が見ら

れますので、第１推薦を東京書籍といたしました。 

 地図に関してなんですが、こちらは東京書籍ではなく、帝国書院を選択しており

ます。東京書籍、これ同じもので、教科書と同じでなくても問題ないのかというふ

うに選定委員に聞いたのですが、これは特に問題はないという、むしろ同じという

よりも、少し違う性格のもののほうが学習が深まるのではないかということもあり

ました。帝国書院を第１推薦にしておりますが、東アジアの拡大図が多く、非常に

見やすい地図になっております。また、小学校のときと同様にそれに関連付いてい

ろんなことが学べるように、そういう仕組みになっておりますので、帝国書院を第

１推薦にしております。 

 次に、数学です。こちらは学校図書が第１推薦、第２推薦が東京書籍になってい

ます。東京書籍は分かりやすさというのですか、丁寧さというのがむしろ数学に関

してはマイナスに出ているかもしれません。学校図書のほうは社会に関連した身近

な題材等を使って、生徒が主体的に、探索的に学べるような工夫がされております

ので、学校図書を第１推薦といたしました。 

 次に、理科です。こちらは東京書籍が第１推薦、第２推薦が啓林館となっており
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ます。第１推薦のほうは、言語活動が非常に充実しておりまして、話合いだとか、

発表の仕方などが非常に重視されていました。第２推薦のほうでも別冊のマイノー

ト等でそのような工夫はされているのですが、しかしながら、東京書籍のほうがそ

の言語活動等につきましては優れているという点で、東京書籍を第１推薦にしてお

ります。 

 次に、音楽です。音楽の一般ですが、こちらは教育出版を第１推薦にしておりま

す。教育出版のほうが、一番下の段落を見ていただけると分かりますが、共通点、

共通事項を押さえてありますが、分かりやすく説明が充実していて、基礎基本が確

実に定着されるように工夫されています。また、文字や楽譜、写真などが非常に大

きく掲載されていて、生徒の興味、関心を引くような工夫がされています。また、

巻末に分かりやすく楽典が掲載されていて、音楽の学習を深める上でも役に立つと

いうことで、第１推薦を教育出版にしております。音楽の器楽合奏のほうですが、

教育出版のほうが非常に丁寧に作品の演奏について説明がしてありまして、リコー

ダーの運指表ですとか、ギターのコード表なども折り込みでカラーの見開きページ

が加えられているなど、学習するための工夫や、生徒の興味、関心を引くような、

そういう仕掛けになっております。ですので、この器楽合奏のほうも教育出版を第

１推薦としております。 

 次に、美術についてです。これは日本文教出版、それと開隆堂です。第１推薦が

文教出版なのですが、小学校と逆転して、小学校は、開隆堂出版が図がきれいだと

いう話をしたんですが、逆に中学校ですと、開隆堂出版のテキストが非常にきれい

なのですけれども、それだけではなくて、もっと中学校ならではの学習すべきこと

ということがありますけれども、そういったことに関しましては開隆堂出版のほう

が優れていると言えます。題材ごとに学びの狙いが絞れていて、何を学ぶのかとい

うこと、あるいはどのように学ぶのかということが分かりやすく、並べられていま

すし、あるいは言語活動の充実に向けた工夫等、あるいは生徒がどういった表現方

法で何を表現するのかということが分かりやすく示されております。情報量が多い

のですが、中学校ではそちらのほうが望ましいということで、日本文教出版の教科

書を第１推薦にしています。 

 次に、保健体育です。こちらは第１推薦が学研教育みらい、第２推薦が東京書籍

です。どちらも内容としては非常に充実しているのですが、第１推薦の学研教育み

らいのほうがより生活に密着した問いで内容が構成されております。そのことを踏

まえまして第１推薦を学研教育みらいとしています。 

 次に、技術家庭の技術分野です。こちらは第１推薦が東京書籍、第２推薦が開隆

堂出版です。第１推薦の東京書籍のほうは、計画、実行、評価、改善、いわゆるＰ

ＤＣＡを繰り返しながら学ぶように設計されております。ですので、どのように学

ぶのか、何を学ぶのかということが見通しをもって理解できるようになっておりま

す。そういった点で東京書籍が優れているということで、こちらを第１推薦として

おります。家庭分野についてですが、こちらも東京書籍を第１推薦、開隆堂出版を
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第２推薦としております。東京書籍のほうが非常に題材といいますか、トピックが

構造化されて並べられていて、そしてそれをしっかりと練習できるような並べ方に

なっております。しかも家庭科だけではなくてほかの領域にも広がりをもたせるよ

うな工夫がされておりますので、東京書籍を第１推薦としております。 

 最後に、英語です。こちらは第１推薦を三省堂、第２推薦を東京書籍にしており

ます。第１推薦のほうは、単元末にその単元の学習内容、到達目標が具体的に示さ

れていて、学習の展望をもちやすくするような工夫がされております。また、内容

も非常に適度になっておりまして、一番下のパラグラフに書いておりますけれど

も、週４時間の指導時数において学習するには内容構成、配列、分量が第１推薦、

三省堂のテキストが適切で、多過ぎず、少な過ぎずという形になっておりますし、

また主体的に学習する工夫、あるいは言語活動に対応するための教材が多くなって

おります。ですので、第１推薦を三省堂とさせていただきました。 

 非常に早足で話しましたが、以上です。 

○ 津森教育長：ありがとうございました。 

 中学校の教科用図書、来年１年間の使用についてでございますが、質疑、応答が

ありましたらお願いいたします。 

○     ：この選定委員会の推薦理由の１番、第１推薦になっているのが、いずれも

現在使用している教科用図書ということになっていますね、結果として。 

○ 山田委員長：結果的にそうなっております。 

○     ：１年にしても中学校の新しい学習指導要領も目の前で、この教科書にその

辺の反映というか、工夫みたいなのは何かありますか。 

○ 山田委員長：今回はほとんどないですね。ほとんど変わっていないので、だから新し

い指導要領に対応してというのはまだですね。 

○     ：次に準備をしているものに反映させるわけですね。 

○ 山田委員長：そういうことですね。 

○     ：内容はほとんど変わってない。 

○ 山田委員長：ほとんど変わっていません。例えば筆者ですとか、何か所属が変わった

りとか、編集された方の、それが変わっているぐらいで、内容についてはほとんど

変わっておりません。 

○     ：統計的なデータが古いままになっていることはなかったですか。 

○ 山田委員長：それは特にないと思います。まだ十分に使えるデータではないかと思い

ます。 

○ 津森教育長：ほかにはありませんか。 

 それでは、以上で質疑を終えたいと思いますが、よろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：それでは、山田委員長、大変ありがとうございました。 

○ 山田委員長：どうもありがとうございました。よろしくお願いします。 

 失礼します。 
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○ 津森教育長：それでは、ご審議をお願いすることになりますけれども、ちょっと時間

の関係もありますので、現行と変わりない、来年ほとんど変わっていないというこ

との中で、来年度１年間だけという条件の中で、ちょっと時間の関係もあって一つ

ずついけませんので、ちょっとこれはいかがかというところがありましたらお願い

します。 

○ 委員：異論なし。 

○ 津森教育長：特に各委員の意見もないようですので、教科ごとの採択に移りたいと思

います。よろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：国語でございますが、東京書籍ということでよろしいでしょうか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：理由は、これは教材を絞った指導ができるので、付けたい力が焦点化で

きるという効果があるということであると思います。 

 書写についても、東京書籍ということでよろしいでしょうか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：東京書籍として決定します。 

 採択理由は、情報量が適切で、視覚的に理解しやすく、活用しやすいということ

が理由となると思います。 

 社会の地理的分野は東京書籍ということでよろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：理由は、写真、地図、図表等が多く、手立てが優れているということに

なります。 

 歴史的分野も東京書籍でよろしいでしょうか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：これは、東京書籍のほうが小学校との関連付けが明示されている、教科

横断的な学習が期待できるということでございます。 

 公民的分野、これも東京書籍でよろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：これはどちらも文章が適切で、資料も豊富なのですが、課題提示の仕方

にやや差があって、第１推薦がそのようなことでございます。 

 地図です。これは帝国書院ということでよろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：理由は、東アジアについての拡大図が多いということと、地理的分野以

外にも活用できる点が非常に評価できるということでございます。 

 数学が、学校図書ということでよろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：理由としては、どちらも調和がとれているけれども、学校図書のほうが

社会的に身近な題材があり、数学的な活動について主体的に探究できるよう構成さ
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れているということでございます。 

 理科です。東京書籍ということでよろしいでしょうか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：第１推薦の東京書籍は、言語活動が最も充実しているということが理由

になるかと思います。 

 音楽でございます。音楽の一般のほうは、教育出版でよろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：ここは小学校と逆になって、楽典の掲載、あるいは国歌の説明が詳し

い、あるいは視覚的に生徒の興味、関心を引くことができるということです。 

 音楽の器楽合奏、こちらも教育出版でよろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：これは丁寧な技法についての指導について解説があり、生徒の興味や関

心を抱かせる配慮が見られるということが理由になると思います。 

 美術でございます。美術は日本文教出版でよろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：小学校とちょっと逆でして、中学校では視覚的な効果よりもたくさんの

情報量があるほうが学習のねらいに到達しやすいと判断したということになりま

す。 

 保健体育でございます。学研教育みらいということでよろしいですか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：より生活に密着しており、学んだことの有用性を感じられる工夫がある

ということが優れていることございます。 

 技術・家庭の技術分野は東京書籍ということでよろしいでしょうか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：内容等は、第１推薦、第２推薦ともに優れていますが、見通しを持って

主体的に学習に取り組むという面で東京書籍が優れていると判断をしたということ

でございます。 

 技術・家庭の家庭分野はこれも東京書籍ということでよろしいでしょうか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：理由は、一番下に書いてあります、基礎的な技能を確実に定着させるた

めの練習や教科横断的な学習が充実しているなどでございます。 

 最後に、英語です。三省堂ということでよろしいでしょうか。 

〇 委員：よろしい。 

〇 津森教育長：これは特に三省堂が、週４時間指導することにおいて、内容構成、配

列、分量が適切であるということが選定理由となります。 

 以上で中学校のほうも１５分野の選定が終了いたしました。 

以上で決定をいたしました。事務局では県への報告等、事務手続の滞りがないよ

うよろしくお願いします。 



- 24 - 

 何か事務局から説明がありますか。 

○ 小川指導課長：委員の皆様本当に長時間ご審議ありがとうございました。 

 本日の令和２年度使用小中学校の教科用図書の採択につきましては、非公開とい

うことでご審議いただきました。適正かつ公正な採択の確保及び開かれた採択の推

進の観点から、採択結果及び採択理由、そして調査研究報告書、教育委員会会議の

議事録、その他開かれた採択を推進する観点から有用と思われる情報につきまして

は、採択後遅滞なくホームページ上で公表いたします。 

 以上です。 

○ 津森教育長：以上で本日の議題は全て終了いたしました。 

 長時間大変ありがとうございました。 

 

閉会 午後５時20分                                

 


